
 錦多峰川の河口付近におけるさけ・ます採捕の制限に係る委員会指示(案)に

関する意見募集結果に対する胆振海区漁業調整委員会の考え方 

令和８年３月２６日 

 

 「錦多峰川の河口付近におけるさけ・ます採捕の制限に係る委員会指示（案）」に関する意見募集結果に

ついて、下記のとおり意見の要旨に対する海区委員会の考え方をとりまとめました。 

 

項目 意見の要旨 海区委員会の考え方 

規制内容 ・8 月 20 日から 31 日間の期間設定の

根拠が不透明。 

・他の河川も含め全て規制日を統一す

べき。 

・日程より距離を検討しては。 

・委員会指示案のとおり賛同する。 

・新たな規制となることから、期間や区域につい

ては今後の河川遡上の状況などの増殖事業や秋サ

ケ漁獲状況等を踏まえ、研究機関も含めた関係者

の意見を伺いながら協議して行きます。 

・関係する方々の理解と協力を頂きながら対応し

ていきます。 

増殖事業 ・規制強化が資源回復に寄与する科学

的根拠を示すべき。 

・錦多峰川の捕獲数、採卵数、稚魚放流

数は計画を満たしている。 

・将来の秋サケ資源を守るためにも親

魚確保が何より重要。 

・現時点では明確な根拠は示すことはできません

が、この規制により得た各種データ等を基に専門

家の意見等を踏まえ、今後の資源回復に向けた取

組を多角的に検討して行きます。 

・増殖事業に使用する親魚や卵には個体差が大き

く、遡上した親魚の中からより優良な魚体、卵を確

保することが必要であるとされていることや、錦

多峰川で捕獲された親魚や卵は、他の増殖河川で

不足が生じた際の補填元としても重要な位置を占

めております。 

施設関係 ・立入禁止となっている導流堤への侵

入を排除すべき。 

・これまでも施設管理者や警察等の取締期間等と

情報共有や対応について行っていますが引き続き

関係機関と連携して対応して行きます。 

その他 ・釣り人の釣果に対する統計が無いな

かでの制限は意味が無い。 

・ライセンス制度の導入を検討すべ

き。 

・規制より密漁対策や食品ロスに注力

すべき。 

・遊漁者のゴミ、騒音、排泄問題等も解

決すべき。 

・地域の加工業界も厳しく、秋サケの

資源量確保のため早急に規制をお願い

したい。 

・不特定多数が集まり、時間も不規則な遊漁者の

釣果情報を収集するのは実質不可能であります

が、規制により遡上し、捕獲した親魚数等の公表は

検討してまいります。 

・ライセンス制の導入については、道内外の状況

や区域の検討など、行政機関とも連携して検討し

て行きます。 

・密漁対策や商流に関しては、引き続き関係機関

と情報共有します。 

・地域住民との共生については、道内外での実例

等を踏まえ、行政機関と連携した対応を検討して

いきます。 

・今後も秋鮭資源回復の取組を検討していきます。 
 


